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I はじめに
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ともに学ぶ教育学は，教育学にかかわる私の体験を実践的にしてかつ全人的調和的な教育学
の体系に整理して伝えつつ，学生の育ち来たった体験とも照合しつつ，ともに学び育つことを
企図した教育学である。 それはつねに現在進行形とも呼ぶべき体系である。 その企図はスター
卜して5年めの前半を終えた。その方法と工夫改善の過程と評価については，小論のその1か
らその3までに遂次報告したところである。
当初からの基本的な講義の形としては，①テーマ提示 （教科書との関連ページを含む） ② 
テーマソングの斉唱 ③起承転結の4段階に分けた講話 （筆で書いた言葉，文字，図，絵，ビ
デオ等のメディアを含む）④毎時レポー ト（学生の執筆，内容は質問， 感想，体験報告その他
で，出席カードと しても扱われ， 教師が読んで必要な返事やサインがつけられ，次回の講義直
前に学生の手元にもどされる）提出であった。 前後に挨拶があることは当然である。この形に
含まれる意図は，①テーマ達成のため多メディアを含めて講義を構造的に組み立てること ② 
従って知的な成長も大事にするが，感情的ないし芸術的，倫理的， 宗教的なアフ。ローチも大切
にして人間的な統合的な効果をあげること ③教師と学生の一対ーのつながりを毎講義で保つ
こと，であった。
また当初から単位認定の成績測定は，期末試験によるのではなく，ノー ト類によることとし
た。最終の講義から 3日後をめどに提出させるノート類には，①毎講義の受講ノート ②課題
ノート（約10課題） ①自己課題ノー ト（4課題以上） ④教科書学習ノー ト ①毎時レポー
ト綴り，を含むものとした。その趣旨は学生の自学の態度養成と， 自学による知的成果を高め
るもので，学生には，かなりきついものになるが，それだけに学べば学ぶだけ成果があがる仕
組みとなっている。
以上の基本が貫かれることにより，履修する学生に一種の伝統的な構えが生じ，成績には向
上が見られた。
平成元年度後期から，教育方法論においては，教員免許法の改訂に伴う教授内容の更新を行
なった。その時から教育方法論の講義では，毎時レポー 卜の上半分に「毎時テス ト」をつける
ことにした。これは統計学の講義の経験からの改善である。講義毎の最低必須の理解または技
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能は，学生の最後の一人まですべてに合格といえるだけに身につけることを確かめ，身につけ
た自覚を，当の学生と教授者とがともに味わうためであった。また，その時から教育学でも教
育方法論でも，講義開始時刻の 5-10分前から教室に音楽を奏でることにした。アプローチ
ミュージックと称する音楽で，世界名曲大系やNHK名曲アルバムなどから毎回一曲を選んで，
講義への心身の姿勢づ‘くりに資するとともに，音楽療法などにもかかわる効用にも多少ふれる
ことにしたのである。
このような一貫した方針と方法の連続と発展の中では，受講生の遂年増加，単位取得後の再
受講 （転科の場合，留年者の場合，専攻科の場合）， 学生の親の自発的な希望による授業参観
などが見られた。また，方法の多様化に伴い，毎時レポートが，①毎時レポート方式 ②思い
を綴る方式 ①心の花束方式， に分化した。この3方式が，それぞれに学生との一対ーの支流
の役割を果たしつつ，学生にはどんな情緒的意味をもっているかを意味微分法（ SD法）によっ
て検討した。方式の違いにかかわらず， かなり一致した好ましい反応が得られており， 学生の
気風が白けとは逆に， 真撃で希望を感じさせるものであることを知った。
前回の報告から 1年，講義は一貫した姿で続けられたが，とりまく社会そして世界の情勢に
は大きく動くものがあった。第3の教育改革といううねりの中で，新しい教育課程への移行に
伴い，いわゆる国旗国歌への指導の義務化が平成2年度からスター 卜 したこと， 労働界の再編
や社会状況の変化に伴う日教組の変貌と，にもかかわらず一向に解けない本道教育界のわだか
まりの苦しさ，そして，平成2年8月に始まる湾岸戦争に見られた国連中心を旗じるしにする
世界の動きなどがその例である。この論文では，その1年にかかわる学生の状況から，ともに
学ぶ姿の一端を報告しよう。
I[ 履修教科選択決定の動機や理由
今，大学は，大学教育改革の過程にある。一般教育科目と専門教育科目等の科目区分はなく
なることになった。しかし一般教育の理念は残されている。 その理念達成のためには，学生に
選択され，効果が自覚されるような教科の工夫がいっそう求められることになった。
そこで，「教育学」選択の動機 ・理由を調査し， 同じく今一般教育とされている 「統計学J
のそれと対比しつつ考察してみよう。
1 ＇「教育学」選択の動機ないし理由
学生は， その期に履修する科目を，どのようにして決めるであろうか。
先ず，その期の必修の科目を時間割に入れ， 次に選択科目の中から，自分の進路， 関心， 興
味などから教科名だけで選べるものを時間割に入れるであろう。その際，便覧や教授要項を参
照して自分の期待に合うかどうかを確かめることもあろう。さらに，残った時間に履修可能な
科目を考え，可能な科目数と自分で考える限度で選ぶことになろう。その時には科目相互を比
較することも起こるであろう。便覧で内容等を較べるであろうが，その他にも先生方や先輩の
アドバイスも力になるのではあるまいか。また，第1固めの講義を試しに受講したり，その受
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講者の経験を聞いて，2固めからの履修か否かを決めるというケースの多いことは，教授者が
各期の初期によく経験するところであろう。
これらを勘案して図 Iのようなアンケートを作成した。
図1
コー ス） （学生番号 ）（氏名
教育学も最終講義になりま した。一生懸命に学んでくれてありがとう。
最後に，この講義を選択した動機とか理由をお聞きします。当てはまるものには，いくつでも
Oを入れて下さい。
1 ( ）「教育学」という講座名に魅力を感じたから
2 ( ）自分の目指す仕事に必要と思ったから
3 ( ）母親になった時に必要と思ったから
4 ( ）便覧や教授要綱などの説明を見て魅力を感じたから
5 ( ）教務の先生などの指導で勧められたから
6 ( ）受講経験者に聞いたら勧められたり，よさそうに思ったから
7 ( ) 1回目の講義を受けた友人に聞いたら勧められたりよさそうに思ったから
8 ( ）試しに受けてみたら，いいと思ったから
9 その他のことがあったら，この下に書いて下さい。
平成3年度前期の講義終了にあたり，その出席カード代わりに，このアンケー 卜を試みたわ
けである。今回得られた結果は，表1に示す通りであった。
表1 この講義を選択した動機または理由（教育学）
保健体育科養護コース
動機または理由
計 （%）D E F G 
講座名に魅力を感じ 23 19 27 30 99(50.3) 
2 目指す仕事に必要と 48 49 41 43 181 (91. 9) 
3 母親になった時に必要と 13 14 11 22 60(30.5) 
4 便覧などの説明を見て 11 11 15 10 47(23.9) 
5 先生などの指導で 8 7 10 9 34(17.3) 
6 受講経験者に聞いて 13 14 14 13 54 (27.4) 
7 1回目の受講者に開いて 。 。 1 2 3( 1.5) 
8 試しに受けてみて 12 12 17 13 54 (27.4) 
回答者数 50 50 50 47 197 
履修率 % 100 100 100 100 100 
（受講者／選択可能在籍者） 51/51 51/51 51/51 48/48 201/201 
クラスによる差異には，有意差は見られなかった。
全体として見られる構成比は，次のようなことを物語るものといえよう。
①教科名から必要ないし魅力を感じて選択するものは約50% (95%の信頼限界は43.4～
57. 2%，以下同じ）である。
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② 目指す仕事に必要と思つての選択は約92%(87.2-95.5%）である。教職必修の「教育原
理」がこのあとの後期に組まれていることや，養護コースの特殊性も加わってのことであろ
つ。
③ 母親になった時に必要と思つての選択は約30%(24. 2～36. 8%）である。女子学生の一面
を示すともみられよう。
④ 便覧の説明によっての選択は約24%(18. 4～29. 4%）である。この場合，便覧の講義要綱
には「教育学入門として，また教職専門科目「教育原理」の基礎として，教育の本質，教育
思想の変遷，学校や家庭の教育方法の基礎，教育制度，生涯教育等を解説し，教育者及び母
親としての資質の向上をはかる。」とあり，そのあとに授業計画として15回の講義のテーマ
と内容が示しであった。
⑤ 教務の先生などに勧められたからの選択は約17%(11. 8～22. 8%）である。ホームルーム
などの指導であろうか。
＠ 受講ずみの先輩に聞いたことによる選択は約27%(21.1～3. 7%）である。ほほ＇4分の l
の学生は評判によっても選んで、いるということになろうか。
⑦初めは，受講するつもりがなかったのに， l固めの授業を受けた者の評判を聞いて， 2固
めから受講にきりかえた者も若干はいることがわかる。
③ 試しに 1固めの授業を受けてみてから受講に決めたという選択は約27%(21.1-33. 7%) 
である。ほぼ4分の lの学生には試みに受けてみて決めようとの構えがあったことがわかる。
⑨ その他の記述には，それぞれ1名ずつながら次のようなものがあった。要約して示そう。
「必修と思ってとったJ「高校の恩師に勧められた」「履修ずみだが再び受けたかった」「高
校時代から希望していた」「母に勧められた」「心の病の治療のために」「多くの単位をとり
たいから」「他の学校の人に勧められた」「先生に勧められた」「コース必修と思った」「とれ
るのはすべて受けようと思った」
以上の全体から，学生の選択の履修決定の思考過程はかなり多様なものであることがわかる。
これらの学生の受講意欲にこたえるためには，①「便覧の説明」をどう改善するか ②1固め
の授業では，その講義の内容や方法を十分に体験させ，学生の選択を誤らせないように工夫す
ること ③当然のことながら，学生の好評を得るだけのよい講義にするよう絶えず授業評価に
心がけること，などが課題となるであろう。
ところで，「教育学」という教科の特性，養護コースという学生の特性による偏りは十分に
予想されるので，同じ一般教育の「統計学（s短大)Jと較べてみよう。
2.「統計学j選択の動機ないし理由との比較
同形式，同時期のアンケートによると，統計学の場合は表2のようになっている。
幼児教育学科は，幼児教育コースだけであるが，生活科学科には食品，消費者経済，住居，
生活情報の4コースが，教養学科には国際文化，図書館情報，観光学の3コースが含まれてい
る。学科による特性として，他より多い方に有意差のあったものには＠，他より少ない方に有
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どのような意昧をもつかは，他日 S意差のあったものにはGをつけてみた。これらの差が，
短大の識者の意見を聞いて考察したいと思っている。
この講義を選択した動機または理由（統計学）
動機または理由 幼児教育学科 生活科学科 教養学 科 計（%）
1 講座名に魅力を感じ 26 (28.9) 41(29.3) 35 (31. 3) 102 (29.8) 
2 目指す仕事に必要と ⑦14(15.6) 7( 5.0) 7 ( 6.3) 28( 8.2) 
3 母親になった時に必要と 5 ( 5.6) 8( 5. 7) 7( 6.3) 20( 5.8) 
4 便覧などの説明を見て 831 (34.4) 72(51.2) 56 (50.0) 159 (46. 5)
5 先生などの指導で 2 ( 2.2) 。 1 ( 0.9) 3( 0. 9)
6 受講経験者に聞いて 65(72.2) 93(66.4) 己59(52. 7) 217(63.5) 
7 l回目の受講者に聞いて 11(12.2) 22(15.7) 19(17.0) 52(15.2) 
8 試しに受けてみて θ46 (51.1) 91 (65.0) 77(68.8) 214 (62. 6) 
回答者数 90 140 112 342 
履修率 % 71.1 68.3 56.4 64.6 
（受講者／選択可能在籍者） 101/142 149/218 119/211 369/571 
表2
。は有意差
全体として見られる構成比については，
教科名からは約30%(25. 0-34. 6%) 
目指す仕事からは約8% (5.4～11. 8%) 
母親として必要からは約6% (3. 7-9.0%) 
便覧などの説明からは約47%(41. 2～51. 8 % ）である。この場合，教授要項には 「目標」
として 「統計学入門として，記述統計学及び推測統計学の基礎基本となる概念と技能の習得
?????
また教育者を目指すJとし，「目標設定の理由または科目の概要」と して 「社会人として，
やさ しく，楽しく，実際的に身につくよ及び母親としての資質の向上をはかる。そのため，
アフローチミュージック，余滴，毎時テうに工夫する方針で講義を組み立てる。たとえば，
ス卜，心の花束などjと示し， 15回分のテーマと内容を示し，「評価の方法」の欄に「毎時
テス ト及び定期試験 （あなたは統計学をどう学んだか）」と示したものであった。
教務の先生によっての選択は約 1%
受講経験者の勧めによる選択は約64%(58. 3-68. 7%) 
l固め受講の者の勧めで選択は約15%(11. 4～19. 0%) 
試しに受講してみての選択は約63% (57. 4～67. 8%) 
?
??
???
その他の記述には 「教師のことを知っていたので受けてみたいJ「歌うのでJ「計算するテ
ス卜がないので安心」 などがあった。
これを「教育学」と比較してみよう。表3がそれである。
とにした場合の「統計学」の選択理由の百分率の差を示している。この欄のー又は＋がいずれ
どの差も著しく有意な差であることを示すものである。
B-Aの欄は，「教育学」をも
もOで囲んであるのは，
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教科による差異が，あま
りにも歴然たる結果になっ
ていて驚くばかりである。
同じく一般教育であっても，
表3 「教育学」と「統計学」の選択動機または理由の比較
「教育学」は内容によって
選択される傾向が多いのに
対して，「統計学」は，受
講経験者の影響や自分の試
し受講によって選択される
傾向が大きいことがわかる。
しかし，教育学でも，体
育コースや服飾美術科，工
芸美術科による特色もある
動機または理由
講座名に魅力を感じ
2 目指す仕事に必要と
3 母親になった時に必要と
4 便覧などの説明を見て
5 先生などの指導で
6 受講経験者に聞いて
7 l回目の受講者に聞いて
8 試しに受けてみて
回答者数
履修率 % 
（受講者／選択可能在籍者）
かも知れない。これは他日検討することにしよう。
〈中間のあとがき〉
A 
教育学（%）
50.3 
91.9 
30.5 
23.9 
17.3 
27.4 
1.5 
27.4 
197 
100% 
201/201 
B B A 
統計学（%）
29.8 R>20.5 
8.2 R>83. 7 
5.8 R>24. 7 
46.5 ⑥22.6 
0.9 R>16.4 
63.5 ⑥36.1 
15.2 ⑨13.7 
62.6 ⑨35.2 
342 ＼＼ 
64.6% 
！＼＼ 369/571 
。は著しい有意差
小論には，「ともに学ぶ教育学（その 3)Jに続く SD法のデータと考察，国旗や国歌の指導
及び湾岸戦争をきっかけに考える平和教育の問題についての学生との交流をまとめる計画で
あったが，稿をまとめる時聞がなくなった。これらは，何らかの方法で完成し，他日報告する
ことにしたい。したがって，小論には一般教育科目の選択履修の動機理由にかかわるデータを
示すことにとどまることになった。標題からは部分的に過ぎるが，全体の流れの中では意義が
あるものと考えている。加えて，大学改革の今の流れにふれるものであるから，あえて発表す
ることにした。大学改革の中で，一般教育の理念が生きるのみならず，全人教育の理想への大
きな，そして確実な一歩が進むようにと念願するからである。
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